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安全協定第９条で規定するＬＣＯ逸脱事象 

 

１号機 

原子炉格納容器線量当量率計の動作不良 

  ４月１７日、第２７回定期検査中に、原子炉を起動し、原子炉圧力の上昇操作中のとこ
ろ、１７時２１分頃、「格納容器放射線高」の警報が発生。関連するパラメータを確認した

ところ、Ａ-原子炉格納容器線量当量率計の指示値が変動し、安定しなかったことから、  
１８時５７分、原子炉施設保安規定で規定する運転上の制限※2 を満足していない状態であ

ると判断。その後、当該検出系一式を予備品に取替え、４月１８日４時５分に運転上の制

限を満足する状態に復帰。 （中国電力㈱公表済み） 
  引き続き，起動試験を行っていたところ，４月１８日１６時１２分、Ｂ-原子炉格納容器
線量当量率計の「格納容器放射線高」の警報が発生。関連するパラメータを確認したとこ

ろ、当該線量当量率計の動作不良と判断し、１６時３４分、原子炉施設保安規定で規定す

る運転上の制限を満足していない状態であると判断。同日、当該線量当量率計を取替え、

４月１８日２２時１０分に運転上の制限を満足する状態に復帰。 
現在、原因調査中。本事象による外部への放射能による影響はない。（中国電力㈱公表済

み） 
  
※1： 原子炉格納容器線量当量率計 
    事故時に原子炉格納容器内の放射線量を監視するための測定装置で、Ａ系統とＢ系
統の２系統備えている。  

※2： 原子炉施設保安規定で規定する運転上の制限 
    原子炉施設保安規定では、「運転上の制限」や「運転上の制限を満足していない状態
の時の措置」等が定められている。 

    原子炉格納容器線量当量率計は、Ａ、Ｂ系統の２系統がともに正常に動作すること
を運転上の制限として規定しており、運転上の制限を満足していない状態と判断した

場合は、３０日以内に正常に動作する状態に復旧しなければならない。  
 


